
※必ず施工前にお読みください。本説明書は取付後も廃棄せずご使用者にお渡しください。

※工具が付属の場合は本説明書と共に必ずご使用者様にお渡しください。

ブラケット施工・取扱説明書

K-HQ-008(ブラケット）
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この表示の欄は「死亡または重傷を負う可能性が
想定される」内容です。

この表示の欄は「傷害を負う危険が想定される場合
または物的損害のみの発生が想定される」内容です。

■施工を誤った場合、使用者に生じる危害や損害の程度を、次の表示で説明しています。

この図記号は、してはいけない「禁止」の内容です。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

この図記号は、必ず実行していただく「強制」の内容です。

安全上の注意（必ずお守りください）

設置工事の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みになり、正しく設置してください。

ブラケット

K-HQ-008

ステンレス

493ｘ270ｘ82mm

588N（60kgf)

タ イ プ

品 番

材 質

製品寸法

耐 荷 重

各部品の取付けには専用のネジが付属しておりますので、取説をよく御覧になり正しく取付けを行ってください。

指定以外のネジにて取付けますと、強度が不足し、はずれや破損の原因となる恐れが有ります。

化粧品や薬品が付着しない様にしてください。付着した場合はすぐに、完全に拭き取ってください。放置しておくと変色や腐食、劣化

して破損しケガをするおそれがあります。

ご使用に関する注意

水で濡れた場合はすぐに拭き取ってください。

お手入れは乾燥した柔らかい布で軽く拭いてください。汚れがひどい時は水、又は水で薄めた中性洗剤（5～10％程度）を含んだ

布で拭き、乾燥した布で水分を拭き取ってください。ベンジン、シンナー、アルコール、トイレ用洗剤、防カビ剤、塩素系洗剤、酸や

アルカリ性の洗剤、クレンザー等はご使用にならないでください。

天板の手配について
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天板・棚板をご用意される際は以下にご注意ください。

 

・本製品の天板固定ネジの取付け位置をご参照いただき、天板裏面にφ2程度の下穴をあけてください。

・切欠きは取付ける洗面ボウルの切り欠き寸法をご参照いただき、加工してください。



※必ず施工前にお読みください。本説明書は取付後も廃棄せずご使用者にお渡しください。

※工具が付属の場合は本説明書と共に必ずご使用者様にお渡しください。

ブラケット施工・取扱説明書

K-HQ-008(ブラケット）

同梱部品（必ずご確認ください）

NO.001
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取付け手順

取扱説明書

（本紙）ｘ1

本体右　ｘ1本体左　ｘ1

壁面固定用金具ｘ2

◎取付け手順1　本体左、本体右を取付けます。
①取付け位置を確認します。

②本体左、本体右を取付けネジとバネ座金（小）にて取付けます。

③本体カバーを押し込んで取付けます。

※本体左右は形状が異なります。ご注意ください。　

※本体左右の取付け間隔は図面を参照に正確に出し、本体左右が水平になるように取付けてください。

※本体取付け後、左右とも壁面に上下左右に垂直が出ていることを確認してください。（図1参照）

◎取付け手順2　天板を本体に取付けて壁に固定します。
①天板を本体左右にのせ天板固定ネジとバネ金(大)、平座金にて固定します。        

②壁面固定用金具を天板に固定ネジとバネ座金（大）にて固定します。

④壁面固定用金具を利用して取付けネジとバネ座金（小）にて天板を壁面に固定します。

　

本体カバー　ｘ2

AC803 安全上の注意（必ずお守りください）
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